	平成２７年度第８回大阪府河川整備審議会　傍聴者意見

	開　催　日　時

場　　　　　所
	平成２８年２月２９日（月）１６：００～１７：５０
大阪府公館

	（大阪市　中村氏）
発言内容
以前も芦田川について、特に流速をなぜ示さなければだめなのかということを、かなり丁寧に第6回の時から言っていると思うのですが、この7ページの資料は、本当に表現のむずかしい資料を作られていると思います。特に、その水門前面のデータは、これを開放した時の流速が載っているわけです。これは人をごまかすための流速です。津波が来た時には水門が閉まっているわけですから、その時に東向きの流速が起きるなんて、どんな感覚でこういう資料を出されたのですか。ここの浜寺水路については石津川と王子川側から津波がぶつかって、ここの左にあるような水位変動を起こしているのじゃないですか。その時に、流速だけでなくて流向を出さなきゃ意味がないと言っている。この時にここの絶対値しかわからないなんていい加減なこと言っていますけども、シミュレーションした時に絶対値しかないなんて、ばかなシミュレーションの答えはありません。必ずメッシュごとの方向は出ています。それを絶対値だけだと。その各水門の前面は水門を開放して、その説明の中でも非常に人をごまかすような説明で、ここは西を向いているから当然東側の流れが起きるでしょう。津波の時に、その論点は何かというと、L2対応の芦田川のその手法をすると。ということは「修正谷本式」は3.2倍にしている。「谷本式」やったら2倍でいいわけです。そんな津波の対応策の、その前提をおく必要はないのじゃないか。これはここで見ていただいたらわかるように、左側は、水位が高くなった時の流速は0.5とか、非常に小さくなっているわけです。その時になぜこの水門を、段波が起きているから「修正谷本式」を使うのか。それは水深と波高の比が大きい波が来るから、通常の波圧では大変なので修正をかけましょうという理屈になっているようなことは誰でもわかっているじゃないですか。それをまた、この津波を前提とした補修をしなきゃだめだと。全然、検証されてないと違うのですか。これで、1月20日に都市整備部は契約していますけど、津波シミュレーションの調査委託が出ているじゃないですか。その時にはここだけ、今の水位と流向、流速と水深とその時使う粘性係数と一覧にしたメッシュデータを全部出したらいいじゃないですか。今、説明にあったように、水路のところから直角にほぼ東に向くような流速はその「修正谷本式」を使わないとあかんような津波を対処せんと困るような、そういう大きい流れが起きているかどうか検証したらいいだけやないですか。あまりにも人を食ったばかなデータを出して、人をごまかしています。


